

















氏名 中嶌 いづみ 
学位の種類 博士（公共政策学） 
学位記番号 第 681 号 
学位授与の日付 2018 年 9 月 15 日 
学位授与の要件 本学学位規則第 5 条第 1 項(1)該当者(甲) 
論文審査委員 主査 教授 廣瀬   克哉 
副査 教授 武藤   博己 








































































８．小括 条例調査による基礎自治体における総合計画の位置づけ  





























































































































































































































































































② 必ずしも民意に添った施策が盛り込まれているとは限らない。「これまでの総合計      
画は総じてデモクラシーから縁遠い。それはどちらかといえば官僚制が好む仕掛けだと








































































いられているのかが論じられている。2016 年 1 月現在の法令データベース上で、「基本構






























著者が調査した結果、総合計画条例は、基本構想の義務づけが廃止された 2011 年の 10 自
治体を嚆矢として、増加してきているが、傾向は明らかでないという。計画行政を目的と
して基本構想の議決を定めている条例は 9 割を超えるが、策定義務、統合性を規定する条
例は 9 割弱であり、規範性の規定は 2 割に届かず、市民参加規定については 2 割程度とな




割近く（87％）の条例が総合計画を規定し、策定義務は 7 割、計画行政は 6 割以上が規定















































画策定の動き（1950 年建設省都市局長通達「綜合的都市計画の樹立並びに 5 カ年計画策定





































































































要綱」、「（３）戦前・戦中の東京市計画」の３つの項目で論述されている。1898 年 10 月「独
立独歩の自治市」になった東京市は、東京市役所処務規定で土木部に市区改正課を設け、
市会では 1899 年度に、市区改正をはじめとした「根本的事業の建議」を議決しているとい
う。その建議は、20 か年計画、経費 7300 万円を以て、市区改正、衛生、交通の事業の遂
行の他、市内交通機関を市営とすることなども含まれていたことが指摘されている。第 6



























































 まず第 1 に、……以下略……。 








 審査小委員会は、2018 年 6 月 18 日に中嶌いづみ氏の公開審査会（口頭試問）を実施し、
本論文を中心とし、それに関連のある学識確認の試問を行った結果、同氏が博士学位の授
与に値する学識と研究能力を持っていると判定した。 
 
 
５ 結論 
 以上を踏まえ、本審査小委員会は、中嶌いづみ氏が、研究能力並びに学位論文に結実し
た研究成果の到達度の両面において、博士（公共政策学）の学位を受けるに十分値するも
のと判断した。 
 
以上 
 
